








妊婦に糖負荷試験を行う場合は,我国の産科医の殆んどが 2 回以上の尿糖の出現を目標と

していることが調査から明かになっているが,全妊婦に無作為に 75g-O-GTT を行った昨年

の我々の研究では今までの日本糖尿病学会勧告値を適用すると 3～9%の境界域の妊婦が発

見されることが明かである。 

このことは妊婦については新しい血糖基準値が必要であること,この予想外に高い耐糖能

異常の発現頻度について昨年の調査の正確さの再確認を要すること,妊婦については尿糖

の出現以外に何等かの検査実施基準を設ける必要があること等が課題として考えられ,今

回我々は無作為抽出標本からの対象として非妊婦での耐糖能異常者の検査を行い,あわせ

て加令による変化を特に生産年令婦人に重点を置いて調査を行った。また胎児にとって時

に致命的である母体細小血管の硬化に関連して臨床および実験動物のエラスターゼ値につ

いて研究を行った。 


